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國
際
資
本
移
動
論
が
質
易
理
論
り
近
代
化
に
伴
つ
て
發
.
展
.せ
る
•事
は
飾
述
せ
る
如
く
で
あ
る
。
蓋
し
古
典
派
理
論
，
於
て
は
、
そ
の 

鉴
本
原
理
.
た
る
比
較
.
生
.產
費
說
が
勞
働
と
資
本
が
國
際
間
に
は
移
動
せ
ざ
る
事
を
前
提
せ
る
が
激
で
*>

る
0

’
從
つ
て
.

ヌ
ル
ク
セ
^

、「十：： 

，
典
派
的
'
構
想
か
ら
離
れ
去
つ
た」

ォ
1

1;
.

ン
の
s

nl
n
j
、，
或
ひ
は「

近
代
的
衣
服
を
^

け
た」

ハ
ー
♦

ハ
ラ
ー
の
比
較
坐
產
費
說
加
ら
、
^
ロ 々

の
間
題
祀
到
^

道
も
ヒ
-

^

開
か
れ
て
杳
る
^

と
袞
ふ
。
彼
は
先
づ
國
際
資
本
移
動
に
於
け
；
，資
本
が
、「

物
的
資
本」

で
は
な
く
し
.て 

「

資
本
的
購
貿
力」

で
あ
る
と
一K

ふ
初
步
的
.
解
說
を
與
へ
た
後
、'
.

「

財
の
‘
流
れ
，こ
そ
'
は
疑
も
な
く
資
本
移
轉
f

c

伴
ふ
ー
無
條
仲
に
必
然
的 

な
る
事
柄
で
は
な
い
に
し
て
も
倚
ほ
本
質
钠
な
る
事
柄
な
の
で
あ
る
。
し
と
妄
ふ
中
心
的
課
題
ゎ
說
明
を
す
各
。
更
f
c資
本
士
勞
働
を
も 

「

國

際

资

本

，移
：動

論

.

.
、

「

國

際

短

期

资

本

移

動

論

し

•

,

.

 
ニ

ニ

九

•
(

一
四o

c



‘-
,
1
侧
際
資
本
像
動
論

」

、
1國
際
短
期
資
本
移
動
論

」

.

. 

l

a

o
ベ1

四
o 
二)

5

含
め
て
生
產
諸
要
因
の
移
動
と
財
の
移
動
と
の
肌
に
存
す
.る

諸

關

係

の

分

析

に

移

？.
'
。
，
.
务

の

場

合

近

代

理

論

を

保

持

す

る

彼

が

分

配

論
 

上

に.於
妙
る
限
界
生
產
カ
說
女
兹
礎
；
^

す
る
事
は
耷
ふ
迄
も
な
い.°
而
し
て
そ
€»

結
論
と
し
.
て
は
>
資
本
の
移
動
と
勞
働
の
移
動
と
の 

間
に
芷
と
負
の
，兩
様
の
相
關
'
々
係
が
あ
る
叁
ふ
ニ
重
の
合
則
他
を
|

|

め
、
I

貨
.の
移
動
と
盡
諸
要
因
の
移
動
と
は
相
瓦
に
他
の
相 

屬
的
價
格
を
平
衡
化
せ
し
め
る
作
用
を
有
ち
^

財
貨
の
國
際
的
移
贩
性
篇
退
は
、
‘他
の
事
情
に
じ
そ
を
し
き
限
り
ハ
資
本
移
動
に
對 

す
る
刺
戟
を
高
め
名
、■と
一
其
ふ
の
は
芷
し
い
。が
、
そ
れ
は
又
同
時
に
國I

資
本
移
轉
の
現
實
的
可
能
独
.を
制
服
しも
す
る
。」

と
由 

張
，す
る
。

： 

一：

、
 

,

-ノ 

■ 

, 

か
く
て
個
際
的
資
本
移
轉
辑
織
の
硏
究
.に
移
る
の
で
あ
る
が-

國
際
收
家
の
均
衡f

に
關
し
て
は
古
く
か
ら
國
際
貿
办
理
論
の
側 

か
ら+

分
に
論
詖
•?
•

れ
た
。
、併
し
、
.

前
述
せ
.る
如
く
冉
爽
派
的
理
論
に
於
-7
:
'
は
|

ンスファ

，
1

機

權

，を

過

度

に

單

純

化

し

、

M

に
^
 

作
と
ガ
如
償
金
支
拂
の
仞
き
非
經
濟
外
的
原
因
に
ょ
り
惹
起
す
る
場
合
の
み
を
取
扱
ふ

0

、
そ

れ

に

對

し

で

ヌ

.
ル

ク

セ

は

、

_

者

が

凡

列
 

に
f

て
部
べ
ら
れ.て
る
如
く
、

「

個
，々
の
資
本
所
有f

利
潤
追
求
な
る
私
的
自
發
的
動
機i

す
る
國
際
資
本
移
動
過
程
に即
し

て解 

'
:祝
す
る
、ゆ
を
本
筋
と
す
：る
。

」

即
ち
本
來
の
國
際
資
本
移
動
機
槽
を
問
題
ど
す
る
の
で
あ
る
.°
-

そ
，の
場
合
金
本
位
下
と
紙
幣
本
位
下
の
ー
一 

敦
に
分
つ
て
砂 1

じ
る
。
，金
本
位
下
に
於
け
る
資
本
麥
勸
に
於
て
ば
、
通
常
行
は
れ
て
居
る
資
本
移
動
ル
爲
替
相
場
變
励

-

^
金
移
動
4

物 

價
變
動
-

>
商
品
移
動
I

金
移
動Q

盡
程
の
說
明
を
與•
へ
、
，.更
に
.像
替
相
場
變
励
後
生
ず
石
摩
擦
的
現
象
と
し
て
商
品
の
受
信
國
へ
の 

移
動
と
投
機
的
性
質
を
帶
び
た
短
期
資
本

q

授
信
獨
へ
の
移
動-U

を
擧
げ
‘
る
。
.又
紙
幣
本
、位
下
に
於
て
は.、
資
本
移
動
が
行
はft
る
M
 

間
中
爲
替
相
場
が
從
前0
購
|
貝̂

^

率
咖
ぢ
職
離
せ?-
る
を
得
ず
> 

從
.つ
で
資
兔.
移
動
の
續
く
限
.r

紙
信
阈
(5
>

本

位

•
の

過

小

評

價

が

與
 

へ
ら
れ
て
商
|{
?

の
形
を
以
て
ず̂

資
本
移
轉
を
成
就
せ
し
め
‘る
輸
出
ブ
レミ

ア

ムが
生
ず
る
事

を

說
明
す
る

。

從

つ

て

そ

の

鍀

^

受
ー
ー
ー
ロ 

國
ヵ
爲
替
ダ
.ン
ビ
ン
グ
防
，壓
の
意
味
で
輸
入
阻
止
を
企
て
る
篇
が
矛
盾

^

あ
名
と
な
す
の
で
あ
る.
.0

最
後
に
、

「

金
に
拘
衆
せ
ら
れざ

-
る

國
際
紙
幣
本
位
制
の
下
に
於
‘
て
は
、
各
國
內
に
於
け
る
貨
幣
狀
.態
が
完
全
に
安
淀
し
て
ゐ
る
場
合
に
-
も
尙
、
資
本
の
國
家
間
移
動
性
は 

著
し
く
制
限
せ
ら
れ
ざ
る
を
得
ぬ」

事
情
を
解
明
す
る
。

，

' 

•

:

. 

' 

,

,

.

.夾
に
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ

ー

と

價

格

變

働

の

問

題

で

.
あ

る

抓

、彼
は
古
典
派
理
論
が
そ

の
過
程
1

不
邋
に
單
純
化
せ
る
琪
を
批
判
し
、
購 

買
力
移
轉
に
伴
ふ
商
品
價
格
の
個
別
的
變
動
乃
至
相
對
的
變
動
を
仔
細
に
硏
究
す
'る
。

此

の

，
點

に

付

て

は

旣

に

ィ

ザ
•*

ル

セ

ン

が古
典

 

派
理
論
と
近
代
理
論
と
を
對
立
せ
，し
め
て
詳
細
に
論
じ
た
所
で
あ

る

が

、ヌ
ル
ク
セ
は
更
に
之
を
一
層
精
密
化
し
た
の
で
‘
あ

る
.0
そ
の 

#

細
を
此
處
に
紹
介
す
る
紙
激
I

持
た
な
い
が
、
資
本
移
動
即
ち
購
買
力
移
動
が
行
は
れ
る
際
に
、

質
力
配
分
の
變
化
よ
り
坐
ず
る 

各
種
各
檬
の
場
合
を
撿
討
す
る
.。
更
に
古
典
派
理
論
の
屯
心
問
題
で
あ
っ
た
所

の
資
本
移
動
に
依
る
國
際
間

の
實
質
的
交
換
比
率
の
變 

/

 

.

化
に
も
論
及
す
る
。
又
金

本

位
下
に
於
て
資
本
移
動
の
結
果
右
の「

交
換
比
率
が
受
資
國
に
有
利
に
變
化
す
る
場
合
に
•の
み
授
資
國
よ 

」

o

受
資
國
ベ
の
淡
動
が
起
る」

事
、、

淦

本位
と
金
爲
替
本
位
の
場
'合
の
.
差
異
、
紙

幣

本

位

下

に

於

け

：る

爲

替

相

場

と

購

賈

カ

平

價

と

€ > 

•一
 

.

關
係
等
に
も
觸
れ
る
。

.パ

-

-

,

:

-

“

資
本
移
動
の
原
因
と
緒
果
に
付
て
は
、
生
産
技
術
の
變
化
と
消
費
財
需
要
の
變
動
、
坐
產
の「

垂
直
的
し
權
造
の
變
化
、
ト
テ
ン
ス
フ 

r

丨
と
資
本
構
_

の
•節
5 ：
,

設
け
て
、
，そ
れ
ぐ
の
說
明
を
與
へ
る
o

其
處
で
特
に
興
味
あ
る
問
題
は
、
‘

「

泄
界
市
場
に
於
け
る
原
料 

品
と
完
勝
品
と
の
價
.格
關
W

の
變
動
"

之
よ
り
坐
ず
る
關
係
諸
國Q

實
質
的
交
換
比
率
.

Q
,

推

移

を
.;
'
•
原

料

國

へ

の

®

ホ
^

_

と

_

_

せ 

し
め
て
硏
究
す
る
事」

で
.
，あ
る
.
。
其
處
に
個
別
經
濟
的
原
因
に
依
つ
て
坐
ず
k
?? $

本
移
動
と1

K

ふ
原
因
が
、
，•關
做
諸
國
の
實
質
的
交
換 

此

於
！！1

 

ふ
國
民
經
濟
的
結
果
に
如
啊
な
石
影
響
を
澳
へ
，，る
<加
ど
袞
ふ
問
題
を
解
決
す
る
#
段
5 :
*

見
出
す
事
が
出
來
や
ぅ
0

次
に
資
本
移
動
の
關
係
諸
國
に
對
す
る
景
氣
的
效
果
に
論
及
す
る
。
ヌ
ル
ク
セ
、は
此
の
點
に
於
て
^

資
本
移
動
論
に
新
分
» .
を
開
拓 

し
.
た
と
宏
ひ
得
る
。
.
從
つ
て
.
そ
の
論
述
が
未
,̂

宠
分
な
ら
^
;
,る
感
な
し
と
し
な
パ
い
，が
、
其
處
に
は
檢
亂
を
®
す
る
幾
多
の
問
題
を
含
ん 

ノ

「

國
際
資
本
移
動
論
/

”

國
際
短
袖
致
^

移
動論

」
-

.

:

■

パ
、
，
 

.
1
1

一

二
. 

a

四
2

D



• 

_

『

轉
際
資
本
银
動
論
/

「

國
際
短
期
資
本
移
動
論」

: 

/ 

.

ニ1

三

へ

1

四
0

四)

■ 

、
で
ゐ
る
0

'

-

:
、

ぎ

./.

■

'••
':•
-

:

.

.

勝

％

に«-
際
資
本
流
通
、の
現
象
胗
態
を
長
期
資
本
と
短
期
資
本
と
に
區
別
し
て
說
明
す
る
\°
.

% 

>

•

 

X
;

 

X

 

X

 

,

 

:

ニ

.

 

，

-

ヌ
ル
ク
セ
が
國
際
資
ネ
栘
励
の
全
般
に
亙
老
論
.
じ
る
，に
對
，レ
て
\ >
♦

ン；V F
.
,ウ
^

ハ
、

ガ
-

-

は
#

に
短
期
資
本
&

#

て
取
扱
.
ふ
。
设 

,

近
.
資
本
移
動
論
が
纈
著
な
も
發
展
を
遂
げ
た
が
、
.

短
期
* -

本
移
動
は
そ
の
場
合
に
付
隨
的
に
述
べ
ら
れ
て
ゐ
'
る
に
止
ま
り
、
未
だ
充
分 

•に
解
明
、せ
，ら
れ
で
が
な
い
.01

者
も
宏
は
，れ
名
や
ぅ
に
-
> 

ギ
ン
ド
ウ
ル
パ
ー
ガ
ー
の
著
は
.そ
^

意
味
で
大
な
る
^
®
を
與
へ
ら
る
べ
き

で
あ
&

う
。

:
 

, 

:
 

■ 

■ 

•

一
 

• 

■ 

, 

. 

.

.
 

I' 

-
/

彼
ば
先
づ
國
際
短
期
資
本
の
•
類
型
を
論
じ
*

、ィ
ヴ
ル
セ
ン
及
び
ヌ
ル

.

ク
セ
の
'
分
類
を
拒
否
し
た
後
'

(

1

〕

均
衡
化
短
期
資
本
移
纺
*

9

 )

投
機
的
移
動
、、.(

.

3)

收
ハ
.d
s
f
c移

辦
0

4

省
主
的
移
動
に
.
區
分
す
る
。
•
著
者
自
身
も
之
等
の
腐
分
線
が
理
論
的
に
明
確
.で
な
い
寄
を 

告
白
し
て
ゐ
る
が
、
特
に(

3

じ
と(

4

)
の
間
に
於
て
そ
の
感
.
が
深
い
。
第
一
一
に
短
期
資
本
棒
動
と
逾
移
動
と
の
一
般
的
關
係
を
描
寫
し 

た
後
、
資
本
移
_

を
信
用
4

段
の
見
地
か
ら
？(

一)

外
國
贤
略
、(

l
l

'
x

國

像
:'
®

0

3

對
外
投
資
の
，三
者
に
分
類
す
今 

次
.
咬
國
際
短
期
資
本
移
動
<

伴
つ
て
生
ず
か
ィ
ン
フ
レ
1

シ
ョ
"

ン
的
彼
び
.
に
デ
ゾ
.
レ
r

シ
*
.
ゾ
的
影
響
^ '

說
明
す

」

る
。
短
期
資
本
移
，
 

動
.
が
銀
ボ
殘
高
或
.は
外
國
貨
幣
に
起
.
る
場
合
特
.
に
纈
著
で
あ
，る
が
、
外
國
爲
丨
替
移
動
の
形
態
を
と
り
殊
に
對
外
投
資
と
な
る
場
合
.は
或 

る
制
約
が
與
へ
.
ら
れ
4

翁
を
仲
言
す
;̂
^

に

國

際

短

期

資

本

移

廳

，の

.貨
幣
供
給
及
び
#

舟
所
得
ば
及
ぼ
す
第
ニ
先
的
影
響
と
し
て
短
.

期
資
本
市
場Q

利
千
步
合
，
準
備
啤
.、
第
二
次
的
支
拂
準
備
-

信
用
政
策
等
の
考
察
ど
も
行
ふ
-0
'

:ズ
_

| 1
_

謂
1

_

1

遍
1

1

纏

: 1

-

漏

讓

で
あ
り
' 

著
者
が
需
耍
0
,

屈

仲

姓

な

、る
，
概

念

を

^

入
せ
る
點
は
_

著
も
一
其
は
れ
を
如
<

注
自
'に
啦
す
る
。
彼
は
借
人
國
に
於
け
る
ィ
シ
.

.

フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
及
び
貸

'#

國
に
於
げ
る
デ
フ
レ
ー
シ
、ヨ
ン
の
麗
が
；、
國
際
需
要
の
變
動
に
依
存
す
暴
を
强
調
し
、
貨
幣
的
變
動
ひ 

次
の
如
き
三
段
階
に
區
分
し
て
分
析
す
る
。
即
ち(

一〕

像
手
が
借
入
を
愛
•
取
‘る
段
階
、(

1

0

借
入
手
取
金
の
ム
亂
叉
は
金
部
を
借
入
國 

に
於
て
費
す
こ
と
か
ち
生
.ず
る
借
入
國
に
於
け
る
所
得
增
加
の
段
階
、
'

(

三〕

貨
幣
供
輪
に
於
け
■る
任
意
の
第
一
次
的
1

ょ
b

坐
ず
る 

借
人
國
に
於
け
る
所
腐
娘
加
の
段
階
。
更
に
進
ん
で
金
本
位
及
び
敗
幣
本
^

下
<0
-

:

^

デ

％
ズ
：フ
ァ
ー
機
得
に
於
け
る
短
期
資
本
の
役
割 

火
論
及
す
る
。
'
其
處
に
於
て
解
明
さ
れ
る
事
は
、
短
期
資
本
の
國
條
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